
 

 

 

 

 

五島列島沖に眠る旧日本海軍の潜水艦群 

 

 

平成２７年７月に測量船「海洋」は、五島列島福江島東南東約３５ｋｍ、水深

約２００ｍの平坦な海底（図１）に、沈没船と考えられる高まり多数をマルチビ

ーム音響測深機で捉えました（図2）。これらは東西約４ｋｍ、南北約２ｋｍの

範囲に２４個認められます。この海域では、昭和２１年 4 月に米軍により旧日

本海軍の潜水艦２４隻（表）が海没処分されたとの記録があることから、今回発

見された多数の沈没船は旧日本海軍の潜水艦であろうと考えられます。 

 

マルチビーム音響測深機による計測では、沈没船のうち最大のものは、長さ約

１２０ｍ、幅約１５ｍ、海底からの高さは約１０ｍあります（図３）。これは船

体の大きさから、伊４０２潜水艦であろうと考えられます。また、長さ約８０～

１００ｍの沈没船は、同時に処分された伊号及び呂号潜水艦、長さ５０ｍ程度の

ものは波号潜水艦と考えられます。 

 

伊４００型潜水艦は米国本土やパナマ運河を爆撃するために建造されたもの

で、水中排水量は約６６００トン、水上爆撃機を３機搭載し、弾道ミサイル原子

力潜水艦が出現するまでは世界最大の潜水艦でした。伊４００型潜水艦３隻の

うち、伊４００、４０１は、米軍による調査がなされた後に、ハワイ沖で海没処

分されましたが、伊４０１は平成１７年に、伊４００は平成２５年に米国の潜水

調査船により発見されています。伊４０２については、これまで発見されていま

せんでした。 

 

 

 

 

 

海上保安庁は長崎県五島列島福江島沖の海底に、２０隻以上の沈没船の船影

を発見しました。これらは第二次大戦後に米軍により海没処分された旧日本

海軍の潜水艦と考えられます。 

 

平成２７年８月７日 

海 上 保 安 庁 



 

 

 

 

図 1 沈没船影が多数認められた海域。赤枠（東西約４ｋｍ、南北約２ｋｍ）

の海底に２４隻の船影が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福江島 

長崎 



 

 

 

 
図２ 海底に散らばる多数の船影（西に向かって俯瞰）。図の左右６００ｍ、奥

行き１２００ｍ。本図の範囲内でも大小１０隻の船影が散在している。 



 

 

 

 

 

図３ 本海域における最大の沈没船（右）。全長約１２０ｍ、海底からの高さ約

１０ｍ。左の沈没船は全長約５０ｍ。海底からの高さ約６ｍ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 五島列島沖で処分された潜水艦（２４隻） 

 

伊 ３６：全長１０９ｍ、幅９ｍ、水中排水量３６００トン 

伊 ４７：全長１０９ｍ、幅９ｍ、水中排水量３６００トン 

伊 ５３：全長１０９ｍ、幅９ｍ、水中排水量３６００トン 

伊 ５８：全長１０９ｍ、幅９ｍ、水中排水量３６００トン 

伊１５６：全長１０１ｍ、幅８ｍ、水中排水量２３００トン 

伊１５７：全長１０１ｍ、幅８ｍ、水中排水量２３００トン 

伊１５８：全長１０１ｍ、幅８ｍ、水中排水量２３００トン 

伊１５９：全長１０１ｍ、幅８ｍ、水中排水量２３００トン 

伊１６２：全長９８ｍ、幅８ｍ、水中排水量２３００トン 

伊３６６：全長７４ｍ、幅９ｍ、水中排水量２２００トン 

伊３６７：全長７４ｍ、幅９ｍ、水中排水量２２００トン 

伊４０２：全長１２２ｍ、幅１２ｍ、水中排水量６６００トン 

呂 ５０：全長８１ｍ、幅７ｍ、水中排水量１４４０トン 

波１０３：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１０５：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１０６：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１０７：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１０８：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１０９：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波１１１：全長４５ｍ、幅６ｍ、水中排水量４９０トン 

波２０１：全長５３ｍ、幅４ｍ、水中排水量４４０トン 

波２０２：全長５３ｍ、幅４ｍ、水中排水量４４０トン 

波２０３：全長５３ｍ、幅４ｍ、水中排水量４４０トン 

波２０８：全長５３ｍ、幅４ｍ、水中排水量４４０トン 

 

 

 

 

 


